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	応用
	抗原情報
	背景
	遺伝子転写の活性化は、DNA中の転写エンハンサー部位を認識する因子によって引き起こされる多段階プロセスです。これらの因子は、コアクチベーターと連携してRNAポリメラーゼII装置による転写開始を誘導します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CRSP（SP1活性化に必要な補因子）複合体のサブユニットであり、TFIIDとともにSP1による効率的な活性化に不可欠です。このタンパク質は、甲状腺ホルモン受容体（TR）関連タンパク質など、他の多サブユニット複合体の構成要素でもあります。TR関連タンパク質はTRと相互作用し、開始因子および補因子と連携してDNAテンプレート上でTRの機能を促進します。このタンパク質は転移抑制因子としても機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年7月]
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	-
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	DRIP130 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

